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   1) Furadantin was used in 47 patients with various urinary tract infections. The dosage 
was 100 mg four times a day for seven days in average. Bacteriological nd clinical cure 
were obtained in 12 patients, improvement in 19 patients but no change was observed in 16 
patients. 
   2) Furadantin was highly effective to the patients with  Escherichia or Staphylococcus 
infection but was not effective to those with Pseudomonas or Candida infection. 
   3) Unpleasant side-effects developed in 9 of 47 patients. The reactions were mostly 
mild and gastrointestinal but severe headache, tinnitus, nausea and vomiting developed in 
an exceptional patient  and, was forced to discontinue the dosage. 
   4) Furadantin Sensi-Disc  test, was performed on 165bacterial strains isolated from the 
patients with urinary tract infection and was found to be highly sensitive to Staphylococcus, 
Escherichia, Streptococcus viridans and Streptococcus hemolytics, relatively sensitive to 
Streptococcus faecalis, Corynebacterium, Klebsiella, Alkaligenes faecalis, Citrobacter etc., 
and resistant to Pseudomonas, Proteus, Cloaca and Candida. 
   5) Furadantin was found to be sensitive to 56% of the total 165 bacterial strains by 
the sensi-disc test, and when it was compared to those of the other antibiotics or chemothera-
peutics, it was next to Kanamycin (73%) and was superior to Chloromycetin  (49%), Erythro-
mycin (34%), Streptomycin (30%), Terramycin (27%), Penicillin (27%), and Sulfisoxazol 
(6%). 
   6) The excretory concentration of Furadantin into the urine following the oral admini-
stration of Furadantin 100 mg was determined by bacteriological assay and it demonstrated 
the maximun concentration i  three hours, then a rapid fall in the next hour and below the 
minimum inhibitory level after five hours. 
   As a conclusion, we believe that Furadantin is an effective chemotherapeutic agent for 
combating urinary tract infections.
1緒 冒
1944年,Dodd及 びStillmanに よつ て
Furanの5-nitro誘導体 に広 範囲の菌 に対 す
る発育阻止作用 がある事が報告 さ れ て 以 来,
Nitrofuran系化合物の臨床応用 に関す る研究
が急速 になされ て きた.
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先 ずNitrofurazoneが第二次大戦中,殺 菌
剤 として局所療法 に使用 されたが,こ れはFu--
racineとして一般 に知 られ てい る.Furadantin
は経 口用に作 られたNitrofuran製剤で,短
時間で腸管 より吸収 され,高 い尿 中排泄濃度 を
示すので,主 として尿路感染症 の治療 にその価
値が高 く評価 され,米 国に於 ては1953年頃 より
有効 な化学療 法剤の一 つ として泌尿器科領域 に
おい て用い られている.
我 々は最近,山 之内製薬 株式 会社 よ り こ の
Furadantinの提供 を うけ,種 々の尿 路感染 症
の治療 に使用する経験 を得た.更 に患老 尿中 よ
り分離 した種 々の菌 に対 してDisc法 に よ る
Furadantinの感受性検査を行い,そ れを他の
化学療法 剤及 び抗生剤の感受性検 査成積 と比較
検討 し,又,細 菌学的測定法 によりFuradan-
tinの尿 中排泄濃度を測定 し,興 味 ある結果を
得たので,そ れ らの成績を併せ て報告す る.
皿Furadantinの性状 と作用機序
Furadantin(Nitrofurantoin)はNitrofuran系
の 化 合 物 で,化 学 名 は
N・(5-Nitro-2-furfuryl.idene)-1.aminohydantoin


























































EatonLaboratoryの報 告 で は,マ ウス に よ る毒 性
試 験 で のLD.50は895mg/kgで,非 常 に 毒 性 の 少
な い 事 が わ か つ てい る.
CarrollandBrennan(1954)は,25日及 び35日間
Furadantinの連 続 投 与 を 行 つ た 臨 床 例2例 に 於 て
何 ら毒 性 を認 め ず,投 与 前 後 の比 較 に於 て,血 液 像,
NPN,尿 蛋 白 及 び 尿 中 赤 血 球 に 何 ら認む べ き変 化 を見
な か つ た.又.肝 に対 す る毒 性 を調 べ る 目的で 検 査 し
た15例に 於 て,Furadantin投与 前 後 にBSP,Van
denBergh及びcephalinflocculationtestを行 つ
た 結 果 で は,500mg/day,平均7日 の投 与 で 何 ら認 む
べ き肝 機 能 変 化 を 見 な か つ た.又,600mg/day.35日
間 連 用 し た例 に於 て,BSP値 が12%の貯 溜 を 示 した
のみ で あ つ た と云 う.
FordandMaluf(1954)は,Furadantin投与 の
腎,肝 に 及 ぼ す 影 響 を し らべ た 結 果,1日10mg/kg
以 下 の 量 で,8目 以 下 の 投 与 め 際 に は 何 ら影 響 を 及ぼ
さな い と云 つ て い る.
又,FuradantinはNitro-ringを持 つ 事 か ら睾 丸
抑 制 作 用 が 考 え られ,EatonLaboratoryの報 告 に よ
れ ば,.多量 投 与 を受 け たratで はseminiferoustu-
bulesにatrophyを示 す が,投 与 を 中止 す れ ば 回 復
す る と云 う.
NelsonandBunge(1957)ケこよる と1日 約10mg
/kgのFuradantin投与 に よ り,軽 度 ない し 中等 度
の一 時 的 な睾 丸抑 制 作 用 を 示す こ とが あ るが,実 際 に
臨 床 上 使 用 され るFuradantin投与 量 は これ よ りは
るか に 少量 で,そ の場 合 聖 丸抑 制 作用 とい う事 は ほ と
ん ど問 題 にす る に 足 らず,又,実 際 にFuradantinを
1年 間 投 与 した2例(総 投 与量50.2mg及 び31.8mg)
に 於 て も精 液 に何 ら異 常所 見 を認 めな か つ た と云 つ て
い る.
一 方 ,.FriedgoodandRipstein(1952)は,Ni-
trofuranの睾 丸 抑 制 作 用 を 睾 丸 腫 瘍 の 治 療 に 応 用
し好 結 果 を得 た と報 告 し て を り,以 後Politanoet
a1.(1958),Prirceeta1.(1960),Haylldreta1.
(1960)等に よ る報 告 もあ る.我 が 国 に 於 て も稲 田他
(1961)の3例の 使 用 経 験 が 報 告 され て い る.
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つ た.Norfleetetal.(1953)は12%に胃部 不 快 感 を
見,2%が 嘔 吐 を 伴 つ て い る.し か し,こ れ 等 の副 作
用 は いず れ も投 与 を 中止 す る事 に よつ て軽 快 し て い
る.EatonLaboratoryの集 計 に よる と275例中,悪
心 を 訴 え た も の10.2%,悪 心 及 び 嘔 吐 の あつ た も の
5.5%とな つ てい る.又,こ れ ら胃障 碍 は 空腹 時 投与
した もの の 方 が食 事 後 投 与 した もの よ り高率 とな つ て
い る.胃 障碍 の他 に,CarrollandBrennan(1954)
は128例中,1例 に 播 発性 の斑 状 発 疹 を 胸部 及 び 上腕
部 に 見,Draperetal.(1954)は43例中,3例 に
eosinophiliaを伴 つた 皮 疹 の 出現 を見,又,Johnsoll
andMarshall(1959)は83例中,4例 に一 過 性 の脱
毛 症 を 見,又,数 例 に 麻 疹 様発 疹 を見 た と報 告 し てい
る.
著 者 等 の経 験 した47例で は 皮 疹 の見 ら れ た 例 はな
く,胃 障 碍 を 起 した ものが,9例(19%)に 見 られ,
内1例 は 頭 痛,耳 鳴,悪 心,嘔 吐 を 伴 つ た激 しい もの
で投 与を 中断 せ ざ るを得 な かつ た.詳 細 は表1の 如 く
で あ る.
















Furadantin投与 中,最 も しば しぼ 見 られ る副 作 用
は 胃障 碍 で あ る.CarrollandBrennan(1954)にょ
れ ば,33%に 悪 心 を 見,内,嘔 吐 を 伴 つ た もの は1%
以 下 で あ つ た.KaplanandHabgood(1954)は50例
中8例(16%)に 悪 心 を 見,2例(4%)が 嘔 吐を 伴
VI試験管内抗菌力
我 々はFuradantinのinvitroでの抗 菌 力 を 調べ
るた め,当 教 室 泌 尿 器 科 患 者尿 中 よ り分 離 した165の
菌 株 に 対 してSensi-disc法に よる感 受 性 検 査 を 行 い.
更 にPenicillin,Streptomycin,Terramycin,Ch-
loromycetin,Erythromycin,Sulfisoxazol,Kana-
mycinの各薬 剤 に対 して も同様 にSensi-disc法に よ
る感 受性 検 査 を行 い,そ の結 果 をFuradantinの成
績 と比 較 検 討 した 。
Furadantinの感受 性 検 査 に はBBL(Baltimore
Biolog呈ca1Laboratory)製のSensi-disc(100わを
用 い,阻 止 帯 が4mm,あ るい は それ 以 上 の場 合 を感
受 性,4mm以 下 の場 合 抵 抗 性 と判定 した.そ の他 の
薬 剤 の感 受性 検 査 に は 昭和 デ ィス クを 用 い,そ の感 受
性 判 定 規 準 に従 つ た.
165の菌 株 中,主 な 菌 種 のFuradantin感受 性 に関











































して の 検 査結 果 は表2の 如 く,尿 路感 染症 の大 部 分 を
占 め るStaphylococcusとEscherichiaには,そ れ
ぞれ91%,77%と 高 率 に 感 受性 で あ る が,Pseudomo-
nhs,Klebsiella,Proteus'1及びCloacaに は概 ね 抵
抗 性 で あつ た.
こ の検 査結 果 は他 の研 究 者 に よつ て発 表 され た成 績
とほ ぼ 一致 す るが,Proteusに対 す る成 績 は異 な る.
即 ち,EatonLaboratoryの報 告 に よれ ぽFuradan-
tinはProteusに対 して は90%以上 に試 験 管 内抗 菌.
力 が あ る と云 い,Feltona且dKemp(1955)も同様
の結 果 を 報 告 して い る.又,CarrollandBrennan
(1954)の臨床 例 に よれ ば,Proteusに よる尿 路 感染
症 の90%に 有 効 であ つ た と云 う.Vermeulenand
Goetz(1954)は実験 的 尿 路 結 石症 の 立場 か らFu聡 「
dantinを検 討 した.即 ち,Proteusのureasplit-
tingpropertyに着 目し,あ らか じめ 実 験 的 にPro一
表3尿 中 よ り分 離 せ る菌 株165に対 す るFuradantinSensi-Disceこよ る感 受 性検 査,及 び 他 の






























































































































































































































































































































































teus感染 及 び膀 胱 内 異物 を与 え たratsにFurada-
ntinを投 与 した 結 果,ratsの 生 存 率 を 著 明 に 高 め ,
そ の約 半 数 を 菌(一)に す る事 が 出来,又,菌(一)
とな らなか つ た例 で も対 照 例 に比 し結 石 形 成 を著 明 に
抑 制 し た と報 告 して い る.
これ らに反 し,我 々 の得 た結 果 で はFuradantinの
Proteus感染 に 対 す る効 果 は 全 く非 観 的 で あ つ た.
一 方 ,尿 中 よ り分 離 し た165の菌 株 全 体 に 関 して は,
Furadantinに感受 性 の もの92,抵抗 性 の もの73で,
そ の感 受 性 率 は56%で あ つ た.こ れ を 他 の薬 剤 の感 受




cinに次 で 高 率 の 試 験 管 内 抗 菌 力 を 示 し て い る.
皿 耐 性 獲 得
Furadantinに対 す る薬 剤 耐性 獲 得 に 関 しては 「性
状 と作 用機 序 」 の項 で述 べ た様 な 理 由で,一 般 に耐 性
菌 の 出現 が殆 ど無 い と云 はれ てい る.McCreaand
Anderson(1956),SenecaandLattimer(1957),
NesbitJr.andYoung(1957)もこ の点 を 強 調 して
い る.
我 々 の臨 床 例 で はFuradantin使用 前 に感 受 性 検
査 の結 果,感 受 性 を 示 した28例の うち,治 療 後 も菌 陰
性 とな らず,培 養 の結 果 治 療 前 と 同 じ菌 種 を 証 明 し,
更 に感 受 性 検 査 の結 果,感 受 性 を 喪 失 して い た 例 が2
例 あ つ た.
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外 国文 献 よ り一 般尿 路感 染 症 に対 す る臨 床成 績 の主
な ものを 拾 い 挙 げ て み る と,CarrollandBrennan
(1954)は79例中,治 癒53例,無 効26例,Schmidt





例 中,61例に 有 効.Norfleet(1959)は220例中,治
癒126例,有効85例,無 効9例,等 の如 くいず れ もか
な り高 率 の治 療成 績 を報 告 して い る.
又,最 近 我 が 国 に於 て 報 告 され た 臨床 成 績 を 見 る
と,水 野等 は 婦人 尿 路感 染 症 の21例中,治癒15例,佐藤
等 は尿 路感 染 症26例中,有効24例,無効2例,楠 等 はユ2
例 中,治癒8例,有 効3例,無 効1例,柳 原 等 は20例中,
著 効12例,有効3例,稽 有 効3例,無 効2例,北 川 等 は大
腸菌 性 尿 路 感 染症9例 中,著 効4例,一 時 著 効2例,
不 変3例,稲 田 等 は19例中,著 効3例,有 効9例,稽
有 効3例,無 効1例,不 明3例 と報 告 し て い る.





田 臨 床 成 績
47





















































































































勘12例,有 効]9例,無 効16例の成績 を得た.
2)Escherichia,Staphylococcusによる




その大部分は 胃部不快感及び食思不 振を不訴 と
す るものであつたが,1例 に頭痛,耳 鳴,悪
心,嘔 吐を認め投 与を中止 せ ざるを 得 な か つ
た.








Candida等に対 しては全 く感受性 を認 め なか
つた.
5)患 者尿中 より分離 した165の菌株全体 に
対す るFuradantinの感受性検 査の結果は,







lOOmg投 与では3時 間 で尿 中排泄 濃度は最高
とな り,4時 間 目には急速 に低 下 し,5時 間以
後は最 小発育阻止濃度 に達 しない.こ の結果,
副作 用がなければ1回 投与量 の増量,又 は投与
間隔 を短 縮す る事 が治療上望 ましい と 思 わ れ
る.
以上の成積 か ら見て,本 剤は尿路感染 症に対

































































































































56)柳 原 他.広 島 医 学,第14巻,1号,1961.
